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第１２章        配 送 セ ン タ ー 計 画 例  

 

第１０章のＥＩＱ分析結果及び例題ＥＸ０のデータの単位はケースであるが、この単

位をケースからバラに読み替えて配送センターの基本システム計画をするとどのようにな

るかを示す。データの単位が変わるとシステムがまつたく、変わることを示す例である。 
 
Ⅰ はじめに 
 １ 図面番号及び表番号 
本章で用いている図面番号及び表番号は、第 15 章の Excelで分析した例題 
ＥＸ０に示されている番号を用いている。 

Excelの参考シート名は EX0- ０００で表す 

 
２ 仮定条件 
ＥＩＱ分析結果だけでは，計画するための条件が足りないので，必要条件を仮定

条件として入れて計画を進める。また、計画をするためには、データを読み，考

えなければならないので人により，いろいろな見方や考え方ができる。 
したがって、数学のようにデータから答えが一つ出るものではなく、条件の仮定 
の仕方や考え方でいろいろな答えになるものである。例題は、不明な条件は仮定

をしているが、分かっているならその条件を用いてよい。 
 ３ ＥＩＱ法の考え方で計画 
   １ 繰り返し法 

      計画を進めながら決めた答えが、計画を進めると他の条件で変えなければな

らなくなる。そのときは、一度決めた答えを変更する必要がある。これを繰

り返して、計画案ができるものである。 
   ２ よい加減法 
      データに基づいて案を考えるが、データは、概略の数字であり、それに基づ

く数値的な答えも概略であり、よい加減な答えである。例えば、在庫量が 
      ５，０００ケースと言つても、毎日変動しており、正確な数値はもとめられ

ないからである。 
   ３ マクロに見る。 
      現在得られているデータをもとに、全体像を想定しながら計画する。 

 
Ⅱ ＥＩＱデータ 
         Ｅ＝  １２ 軒 
         Ｉ＝  ３３ 種類 
         Ｑ＝１６７８ バラ 
        ＥＮ＝ １６６ 点数 
   在庫種類 ＺＩ＝  ３７ 種類 
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   在庫量   ＝不明 
ＥＩＱデータの詳細は、添付参考資料 例題ＥＸ０－ＤＡＴＡに示す 

  Ｅ・Ｉ・Ｑのデータだけでも配送センターの概要が分かるものである。このデータか

ら配送センター・システムを推定すると、注文数量および出荷種類が小さく、出荷数

量が１６７８バラであるから小品種多量型の配送センターである。 
   
Ⅲ ＤＣスケール（ＥＸ０―レーダ） 
ＥＩＱレーダ．チャートから、ＤＣサイズ、ＤＣスケールを求めると，  

      ＤＣサイズ  ＝４１，４９０ Ｂ―ＤＣサイズ 
      ＤＣスケール ＝２０４    Ｂ―ＤＣスケール 
  で，配送センターの規模を示すＤＣスケールがＢ単位で小さいから、小さな配送セン

ターである。 
ＤＣサイズ、ＤＣスケールの数値はケースの例と同じであるが、単位が 
 Ｃ－ＤＣサイズ、Ｃ－ＤＣスケールから、 

    Ｂ―ＤＣサイズ、Ｂ―ＤＣスケースと 
ＣからＢになっている。 

１６７８バラは約７０ケース 
（仮定１： １パレット＝２４ケース、１ケース =２４バラ）であるから、

７０ケース =３パレットで、２トン車１台で運べる量である。 

 
Ⅳ 在庫量および在庫種類 
 １ 在庫量 
    在庫量は与えられていないが、配送センター計画には必要なので仮定をする。 

在庫量を平均日の２０日分とする。（仮定２） 
    在庫量を２０日分とすれば７０ケースｘ２０日＝１４００ケース（仮定３） 
    で在庫量 ＺＱ＝１４００ケース＝５８パレット規模の倉庫と言える。 

 
 ２ 種類ごと在庫量の最大，最小量の推定 
      ＩＱ分析から１日の最大、最小出荷量は、 
              最大出荷量＝２６７バラ 
              最小出荷量＝  １バラ 
      なので、在庫をこの２０日分とすると 
           最大種類在庫量＝５３４０バラ ＝２２０ケース（仮定４） 
           最小種類在庫量＝  ２０バラ  ＝０．８ケース（仮定５） 
                                   であろう。 
      この数値は在庫のＡＢＣ分析をすれば分かる。この数値は、 1日のＥＩＱデ

ータからの推定であるから、１月間のＥＩＱ分析のＡＢＣ分析とを比較する

とよい。又、実際の在庫のＡＢＣ分析と１月間のＥＩＱ分析と比較をすると

よい。在庫のＡＢＣ分析は現在の在庫のＡＢＣ分析であり、 1月間のＥＩＱ

分析は実際に出荷されたデータであるから。 
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 ３ 種類ごと在庫量の推定（ＥＸ０－ＥＩＱ―表７） 
    表７はＥＩＱ分析の種類ごとの出荷量を２０倍して、作成した表で、種類ごとの

必要在庫量がわかる。（仮定６） 

 
Ⅴ どのような作業か。  
  ＩＱ－ＰＣＢ分析表（ＥＸ０－ＩＱ－ＰＣＢ 表１０）から 

ケース出荷＝ ２８ケース 
バラ 出荷＝１００６バラ（４２ケース相当） 

である。しがって、 
    パレットで保管し、ケースで出荷の  Ｐ ⇒ Ｃ    ２８ケース 
    ケース で保管し、バラで出荷をする Ｃ ⇒ Ｂ  １，００６バラ 
    の倉庫作業となる。 

 
Ⅵ ケース出荷 
   ケース出荷は２８ケースであまり多くないが、ＩＱ分析のデータから在庫量を推定

すると１種類あたりのケースの保管量は多い。３３種類中，上位２種類は 
２００ケース以上ある。 
   また、ＩＱ分析表（表５ ＩＱ - ＳＩＱ表）から 
上位 ４種類で全出荷量の５５％ 
上位１７種類で全出荷量の９６％ 
を占めており、 17 種類目は１ケースの在庫である。１種類当たりのケースの在庫

量が多いから保管は基本的にパレットである。 
   ３段 ｘ２０列＝６０パレット〔保管量 仮定７〕になる。 
  １ケース以下は２種類であるから、全種類パレット保管が基本的な保管となる

が、ＩＱ―ＰＣＢ分析（表１０）から、ケースからバラのピッキング Ｃ⇒Ｂの量が

１ケース以上～５ケースで約１０種類あるから、バラ・ピッキングを考えるとケー

ス・フロー・ラツクが基本システムとなる。 
したがって、保管を補管と動管にわけ、補管としてのパレット・ラツクと数パレッ

トの奥行きのケース・フロー・ラツクの動管とが基本となる。 
 
Ⅶ バラ出荷 
   ＩＱ―ＰＣＢ分析《表１０》 
    ＩＱ―ＰＣＢ分析表から、最大バラ出荷は５ケース分、上位数種類は、数ケース

分を必要としている。したがって、これに対する基本的な保管方法はケース・フロ

ー・ラツクである。下位の数種類は 1 ケース以下なので、棚保管が基本となるが、

種類数が少ないので、全種ケース・フロー・ラックで考える。（仮定 ８） 
    奥行５ケースｘ４段ｘ１０列（＝４０間口）＝２００ケースのケース・フロー・

ラツクを用いると４０種類の間口がで出来、ピッキング中の補給は、ピーク時以

外はほとんどなくて済む。すなわち、パレット・ラツクを補管とし、ケース・フ

ロー・ラツクを動管として用いる。 
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この場合、パレット保管量１４１０ケースから動管の２００ケースを引いた 
１２１０ケース（５０パレット）でよいから、保管量は 
３段 ｘ １７列＝５１パレットのパレット・ラツクになる。〔仮定９〕 

 《仮定７の保管量を仮定９に変更》 

 
Ⅷ ＥＸ０の基本システム 
   ＥＸ０の基本システムは、上記の仮定条件のもとに、パレット・ラツクの補管とケ

ース・フロー・ラックのシステムとなる。 
   これらの保管方法の間口については、数日及び１月間のＥＩＱ分析データで再検討

の必要がある。ただし、ＥＩＱデータは変動をするから正確な数値で決めることは出

来ない。建物のスペース、余裕度などを考えて ｢よい加減 ｣に決定することがよい。 

 
Ⅸ レイアウト図   
   パレット寸法を１２００ｘ１２００とする。〔仮定１０〕 
               ケース ･フロー ･ラツク       
                    奥行５ケースｘ４段ｘ１０列口   

パレット・ラツク 
           ３段ｘ１７列  
     
            
              

 
 
        補給 

  

 

 

 

 
 
                 Ｃ―出荷        Ｂ－出荷 
       出荷待機場 
       Ｐ，Ｃ併せ約７０ケースの待機スペース 

 

 

 

 
 

 

 



 50

Ⅹ 代案 
   Ⅸのレイアウト図は一例であって、パレット・ラツクの間口を向かい合わせに２列

するとか現状の建物を考慮した配置とか、いろいろな案ができる。 

 
ⅩⅠ 運用方法 
 １ ＥＱ－ＰＣＢ分析《表１１》でわかるように、 1軒の注文量が多い上に、小品種出

荷であるからシングル ･ピッキングが効率がよい。 
 ２ １２軒中８軒はケースとバラの注文である。ケースはパレット・ラツクの補管か

ら、バラはケース・フロー・ラックピッキングをし、出荷仮置場で、客先ごとにま

とめる。 
      
ⅩⅡ 代案 
   原案はＥＩＱ分析結果からの基本システムであるが、実際には次のような代案が用

いられている。基本システムと比較をするとよい。例題ＥＸ０は小規模なので、良

否の差があまりでないが、種類数、出荷量が多いと良否が明確になる。 
   代案 パレット保管として、パレット・ラツクからケースとバラのピッキングをお

こなう案がある。 
     この代案を用いている配送センターはかなり見受けられるが、基本システムの

方がピッキング効率がよい。 
     特に、種類数、バラ・ピッキング量が多いときは、基本案を検討することであ

る。 


